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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 3,114 ― 168 13.8 38 ― 32 ―

2021年3月期第3四半期 3,252 △9.5 148 △56.2 △38 ― △47 ―

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　46百万円 （643.0％） 2021年3月期第3四半期　　6百万円 （△97.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 1.10 1.09

2021年3月期第3四半期 △1.59 ―

　第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」等を適用しているため、売上高においては当該基準適用前の前期の実績値に対する増
減率は記載しておりません。当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上高は363百万円減少しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 21,515 4,665 21.5

2021年3月期 21,909 4,615 20.9

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 4,635百万円 2021年3月期 4,589百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年3月期 ― 0.00 ―

2022年3月期（予想） 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,800 ― 350 37.9 160 630.1 190 94.8 6.36

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」等を適用しており、売上高においては当該基準に基づいた予想となっております。このた
め、当該基準適用前の前期の実績値に対する増減率は記載しておりません。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 30,000,000 株 2021年3月期 30,000,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 105,562 株 2021年3月期 105,562 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 29,894,438 株 2021年3月期3Q 29,894,438 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであります。今後の新型コロナウイルス感染症の影響や内外の経済情勢の変化による市況の変
化等、様々な要因によって異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計

基準第29号 2020年３月31日）等を適用しております。この結果、前第３四半期連結累計期間と会

計処理が異なるため、以下の経営成績に関する説明において売上高に関する増減額及び前年同期比

（％）を記載しておりません。

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の波状的な流行、

特にいわゆる第５波の影響は厳しいものとなった一方で、10月以降は新型コロナウイルス感染症が

一旦落ち着いたことやワクチン接種が進んだこともあり、個人消費は徐々に持ち直しの動きが見ら

れました。しかしながら、雇用情勢には厳しさが残り、設備投資も足踏みが見られるなど、全体と

しては回復途上の展開となりました。

このような中で、当社グループは、今年度からスタートした「中期経営計画ブレークスルー2024

～PROGRESS IN THE NEW NORMAL～」に基づき経営諸課題に取り組みました。

商業施設事業におきまして、静岡県下有数の商業施設である「サントムーン柿田川」において、

新型コロナウイルス感染症第５波の影響が厳しかったものの、緊急事態宣言解除後は徐々に持ち直

し傾向となりました。ヘルスケア事業は底堅い需要に支えられ持ち直し傾向となりました。繊維・

アパレル事業におきましては、新型コロナウイルス感染症が落ち着いている中国市場での受注が伸

びました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は31億14百万円（前年同期は32億52百万

円）となり、営業利益は１億68百万円（前年同期比13.8％増）、支払利息などを加味した経常利益

は38百万円（前年同期は経常損失38百万円）と前年同期比増益となりました。これに、法人税等の

負担を考慮した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は32百万円（前年同期は親会社株主に帰

属する四半期純損失47百万円）と、前年同期比増益の黒字決算となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりです。

（商業施設事業）

商業施設事業につきましては、静岡県下有数の商業施設である「サントムーン柿田川」におい

て、秋に緊急事態宣言が解除されて以降は持ち直し傾向となったものの、前年同期の大ヒット映画

「鬼滅の刃」に代わるコンテンツがなく、加えて営業時間短縮が続くなどの結果、飲食・アミュー

ズメントなどの業態は引き続き厳しい運営が続き賃料収入が伸び悩みました。

この結果、商業施設事業の売上高は16億３百万円(前年同期は17億75百万円)、営業利益は５億76

百万円(前年同期比0.7％減)となりました。

（ヘルスケア事業）

健康ビジネス部門につきましては、対面販売チャネルへの販売の伸び悩み傾向が続いたものの、

少量ながら北京オリンピック商材を含む新規取引先向けの受注があるなど底堅い需要がありまし

た。一般寝装品部門につきましては、アルパカ・キャメル等の関連商材の受注が伸びて売上高が改

善しました。

この結果、ヘルスケア事業の売上高は９億39百万円（前年同期は９億25百万円）、営業損失３百

万円（前年同期は営業損失21百万円）と損失幅が縮小しました。
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（繊維・アパレル事業）

衣料部門につきましては、国内においては新型コロナウイルス感染症の影響から脱しきれず減収

となりましたものの、新型コロナウイルス感染症が落ち着いている中国市場での子会社における販

売が増加しました。ユニフォーム部門につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響を受けに

くい官需ユニフォームの分野が底堅く前年並み水準を確保しました。

この結果、繊維・アパレル事業の売上高は５億72百万円(前年同期は５億51百万円)、営業損失24

百万円(前年同期は営業損失35百万円)と損失幅が縮小しました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は215億15百万円(前期末は219億９百万円)と

なり、前期末に比べ３億93百万円減少(前期末比1.8％減)しました。主な要因は、消費税中間納付

の増加などによる現金及び預金の減少１億80百万円、売上高減少などによる受取手形及び売掛金の

減少１億14百万円、棚卸資産の増加２億39百万円、減価償却などによる有形固定資産の減少３億25

百万円であります。

負債の残高は168億50百万円(前期末は172億93百万円)となり、前期末に比べ４億43百万円減少

(前期末比2.6％減)しました。主な要因は、約定弁済による借入金の減少４億55百万円でありま

す。

純資産の残高は46億65百万円(前期末は46億15百万円)となり、前期末に比べ50百万円増加(前期

末比1.1％増)しました。主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加

32百万円、金利スワップの時価評価差額の変動による繰延ヘッジ損益の増加16百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結通期業績予想につきましては、2021年５月14日発表の予想数値に変更はありません。なお、

業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後

様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,495,413 1,315,307

受取手形及び売掛金 789,985 675,458

棚卸資産 678,776 917,804

その他 57,840 67,435

貸倒引当金 △1,740 △1,380

流動資産合計 3,020,276 2,974,625

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,755,427 8,473,032

土地 9,268,089 9,268,089

その他（純額） 182,857 139,699

有形固定資産合計 18,206,374 17,880,820

無形固定資産

のれん 171,297 160,491

その他 23,893 18,816

無形固定資産合計 195,191 179,308

投資その他の資産

投資有価証券 326,538 317,054

破産更生債権等 83,256 83,256

繰延税金資産 93,619 88,565

その他 64,221 72,117

貸倒引当金 △80,228 △80,228

投資その他の資産合計 487,406 480,765

固定資産合計 18,888,972 18,540,894

資産合計 21,909,249 21,515,520
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 514,013 734,979

短期借入金 607,992 607,992

未払法人税等 4,084 4,534

賞与引当金 39,974 20,855

株主優待引当金 22,000 －

その他 719,186 639,483

流動負債合計 1,907,250 2,007,845

固定負債

長期借入金 10,884,622 10,428,628

長期預り保証金 1,550,731 1,486,939

再評価に係る繰延税金負債 2,476,495 2,476,495

退職給付に係る負債 301,215 309,348

資産除去債務 54,622 55,011

その他 119,054 85,799

固定負債合計 15,386,741 14,842,223

負債合計 17,293,992 16,850,068

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

利益剰余金 △96,928 △64,011

自己株式 △9,781 △9,781

株主資本合計 △6,710 26,206

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △13,568 △21,677

繰延ヘッジ損益 △58,385 △41,515

土地再評価差額金 4,664,864 4,664,864

為替換算調整勘定 3,156 7,545

その他の包括利益累計額合計 4,596,067 4,609,217

新株予約権 25,899 30,028

純資産合計 4,615,257 4,665,452

負債純資産合計 21,909,249 21,515,520
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 3,252,036 3,114,687

売上原価 2,422,409 2,254,211

売上総利益 829,627 860,476

販売費及び一般管理費 681,203 691,616

営業利益 148,423 168,860

営業外収益

受取利息 45 39

受取配当金 5,259 5,619

持分法による投資利益 348 －

その他 2,091 1,572

営業外収益合計 7,745 7,231

営業外費用

支払利息 158,526 129,163

持分法による投資損失 － 1,374

その他 35,684 6,617

営業外費用合計 194,211 137,155

経常利益又は経常損失(△) △38,042 38,936

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失(△)

△38,042 38,936

法人税、住民税及び事業税 6,713 965

法人税等調整額 2,813 5,054

法人税等合計 9,526 6,019

四半期純利益又は四半期純損失(△) △47,569 32,916

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失(△)

△47,569 32,916
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失(△) △47,569 32,916

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 18,332 △8,109

繰延ヘッジ損益 35,836 16,870

為替換算調整勘定 △399 4,388

その他の包括利益合計 53,769 13,149

四半期包括利益 6,199 46,066

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,199 46,066

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、商業施設事業、ヘ

ルスケア事業及び繊維・アパレル事業に係る一部の収益について、従来は総額で収益を認識していたが、顧客への財

又はサービスの提供における役割（本人又は代理人）を判断した結果、純額で収益を認識する方法に変更しておりま

す。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会

計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどす

べての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また

書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、すべての

契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会計期間の期首の

利益剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高及び売上原価はそれぞれ363,365千円減少しております。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりま

せん。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

商業施設
事業

ヘルスケア
事業

繊維・
アパレル事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 1,775,050 925,693 551,291 3,252,036 ― 3,252,036

セグメント間の内部売上高
又は振替高

342 ― 90 432 △432 ―

計 1,775,392 925,693 551,382 3,252,469 △432 3,252,036

セグメント利益又は損失(△) 580,541 △21,059 △35,054 524,428 △376,005 148,423

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△376,005千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

商業施設
事業

ヘルスケア
事業

繊維・
アパレル事業

合計

売上高

　顧客との契約から生じる収益 202,560 939,014 572,456 1,714,031 ― 1,714,031

　その他の収益 1,400,656 ― ― 1,400,656 ― 1,400,656

外部顧客への売上高 1,603,216 939,014 572,456 3,114,687 ― 3,114,687

セグメント間の内部売上高
又は振替高

342 26 110 478 △478 ―

計 1,603,558 939,040 572,567 3,115,166 △478 3,114,687

セグメント利益又は損失(△) 576,550 △3,693 △24,943 547,913 △379,053 168,860

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△379,053千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「商業施設事業」の売上高は205,407千円減

少、「ヘルスケア事業」の売上高は41,877千円減少、「繊維・アパレル事業」の売上高は116,080千円減少しており

ます。

　


